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第２号様式（第３条関係） 

 

令和６年度第２回廃棄物減量等推進審議会議事録 

 

１ 開催日時   令和７年３月６日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分 

 

２ 開催場所   豊山町役場 会議室３ 

 

３ 出 席 者 

・委員    水野 典昌、佐藤 正司、豊田 崇文、吉野 裕之、大口 悦美、 

志水 千鶴 

 

・豊山町   町長 服部 正樹 

生活福祉部長 井上 武 

住民課長 天野 加奈子 

環境保全グループ グループ長  柴田 貴文 

主事     栗原 卓郎 

 

４ 報告事項  （１）一般廃棄物処理基本計画について 

        （２）町のごみ・資源処理について 

        （３）プラスチック資源一括収集の進捗状況について 

 

５ 会議資料  （１）豊山町廃棄物減量等推進審議会について（資料１） 

        （２）一般廃棄物処理基本計画について（資料２） 

        （３）町のごみ・資源処理について（資料３） 

（４）プラスチック資源一括収集の進捗状況について（資料４） 

 

６ 議事内容 

（開 会） 

司 会： 只今から令和６年度第２回豊山町廃棄物減量等推進審議会を開催します。 

本日の会議資料につきましては、お手元に配布しましたとおりでございますので、

よろしくお願いいたします。 

（議事録の作成に関する指針の確認） 

司 会： 続きまして、会議録の作成とホームページへの掲載について説明をさせていただき
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ます。これから開催する審議会の内容につきましては、会議録としてホームページに

掲載させていただきます。この会議録には、開催日時、場所、出席者名及び議事の内

容を要点にまとめる形で記述いたします。なお、発言者のお名前は非公表とし、委員

Ａ、委員Ｂという形で掲載いたします。このような形で会議録を作成し、ホームペー

ジに掲載することとなります。ご了承いただけますでしょうか。 

ご了承いただきまして、ありがとうございます。会議録につきましては、只今申し

上げたとおり、掲載させていただきますのでよろしくお願いします。 

それでは、配布した次第に沿って進行させていただきます。 

まず初めに、豊山町長より皆様に委嘱状の伝達をさせていただきます。 

  （町長より順番に委嘱状を伝達する） 

司 会： ありがとうございました。委嘱状の伝達が終わりましたので、皆様のところへ審議

会の委員名簿を配布させていただきます。今回都合により欠席の委員お二人につきま

しては、後日委嘱状をお渡しする予定です。 

     なお、委員の皆様の任期につきましては、令和９年１月３１日までの２年間となり

ますのでよろしくお願いいたします。 

     続きまして、豊山町長より挨拶を申し上げます。町長よろしくお願いします。 

（町長あいさつ） 

町 長： 本日は、お忙しい中、令和６年度第２回廃棄物減量等推進審議会にお集まりいただ

きありがとうございます。また、日ごろは町行政に格別なご協力を賜り、重ねて厚く

お礼申し上げます。 

新たに委員になられました皆様には、ご快諾いただき、心より感謝申し上げます。

引き続き委員を務めていただく皆様には、これからまた２年間、お力添えをいただき

たく存じます。 

始めに豊山町のごみの現状について、お話させて頂きたいと思います。 

詳しくは後程、担当職員から説明させていただきますが、本町のごみの量は愛知県

内の他の市町村と比較すると多い状況でございます。 

一人一日当たりの家庭系ごみ量は令和５年度速報値が５６９ｇでございました。順

位で言いますと県内５４市町村中、４９位です。令和元年度以降、ごみの量は減りつ

つありますが、順位は毎年下位に位置しております。また、町の目標は令和１６年度

に５４０ｇとすることであり、目標達成にはまだ至っておりません。この目標値を達

成するため、今年の４月から豊山町ではプラスチック資源の一括収集を開始します。

今までと収集品目や収集方法などが大きく変わる事業でございます。町のごみ減量を

推進するため、委員の皆様にはご指導ご協力をいただきますようお願い申し上げます。   

最後になりますが、本日の会議では報告事項が４点ございます。皆様からの忌憚の

ないご意見をいただきますようお願い申しあげあいさつに代えさせていただきます。
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よろしくお願いします。 

 

司 会： ありがとうございました。なお、町長は別の公務がありますので、ここで一度退席

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

     次に次第３の「豊山町廃棄物減量等推進審議会について」説明させていただきます。

資料１をご覧ください。 

事務局：（資料１「豊山町廃棄物減量等推進審議会について」説明） 

司 会： それでは、本会議に初めて参加していただく委員もお見えになりますので、ここで

自己紹介の時間を持ちたいと思います。お手元に配布させていただきました委員名簿

の順に自己紹介をお願いいたします。 

（順番に自己紹介） 

司 会： 続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。 

（事務局の紹介） 

司 会： ありがとうございました。２年間このメンバーで審議会の会議を進めさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、次第５の役員選出に移ります。豊山町廃棄物減量等推進審議会規則の

第３条に「審議会に会長及び副会長を置く」、「会長及び副会長は、委員の互選により

定める」とあります。会長、副会長の選出は皆様の中で選出していただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

委員Ａ： 会長には委員Ｂにぜひともお願いしたいと思います。 

司 会： ありがとうございます。副会長についてはいかがでしょうか。 

委員Ｃ： 副会長には、前回に引き続き委員Ａにお願いしたいと思います。 

司 会： 会長に委員Ｂ、副会長に委員Ａをご選出いただきました。ご承認いただける場合は

拍手でもって確認させていただきたいと思います。 

（拍手多数） 

司 会： ありがとうございます。それでは委員Ｂに会長、委員Ａに副会長をお願いしたいと

思います。 

司 会： では、会長からあいさつをお願いいたします。 

（会長あいさつ） 

会 長： 皆様、改めましておはようございます。本日はお忙しい中、令和６年度第２回廃棄

物減量等推進審議会にお集まりいただき、ありがとうございます。 

本日の審議会は、ご審議していただく議題は無く、「一般廃棄物処理基本計画につい

て」と、「町のごみ・資源処理について」と、「プラスチック資源一括収集の進捗状況

について」に関する報告事項のみとなります。報告事項のみではありますが、私たち

の日常生活に密接な関係がありますので、積極的なご発言をお願いしたいと思います。  
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不慣れではありますが、皆様の協力をいただきながら、会議をスムーズに進めてい

きたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

司 会： ありがとうございました。これからの議事の進行については、豊山町廃棄物

減量等推進審議会規則第３条第３項の規定に基づき、会長が会務を総理する

ことになっていますのでよろしくお願いいたします。 

なお、本日の出席者は７人です。審議会規則第４条第２項の規定により、

定足数に達していますので審議会は成立しております。 

それでは、会長よろしくお願いいたします。 

会 長： ただ今、事務局から会長が会務を総理することになっているとの説明があ

りましたので、私がこれからの会議の進行を務めさせていただきます。よろ

しくお願いします。 

（報告事項） 

会 長： 次第７の報告事項に入ります。（１）「一般廃棄物処理基本計画について」事務局

の説明を求めます。 

事務局：（報告事項（１）一般廃棄物処理基本計画について説明） 

会 長： 説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

委員Ｃ： ３ページのリサイクル率が伸びているという点について、要因が書かれてはいませ

んが、家庭ごみが北名古屋工場に入るようになって、スラグの量が増えたというよう

な理由でしょうか。 

事務局： 記載のリサイクル率につきましては、事業者のリサイクルも含まれておりますので、

その割合の増加が大きい要因だと思われます。 

委員Ｃ： 事業者によるリサイクルというのはバイオス小牧への事業系生ごみの搬入量という

ことでしょうか。 

事務局： そのとおりです。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

副会長： １人１日当たりの家庭系ごみの排出量がワースト６位ということで、相変わらず順

位的にはなかなかいい成績とはいかないですが、リサイクル率が上がったにも関わら

ず、順位に反映されていない理由というのは、何か分析されていますでしょうか。 

事務局： 先ほどの委員Ｃの質問にも通じることなのですが、こちらは家庭系ごみの排出量と

なっており、リサイクル率は事業者のリサイクルも含まれていることから、リサイク

ル率が上がったからといって必ずしも家庭系ごみの排出量の削減につながっているわ

けではないという要因が考えられます。 

会 長： １つ質問なのですが、リサイクル率の目標というのはなぜ作っていないのでしょう

か。 

事務局： リサイクル率というのは目標にしづらいという側面があります。町で実施している

資源収集以外にも、スーパーなどで集めているところや無料の回収ボックスがあり、
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正確な収集量が把握できないことが主な要因です。 

委員Ｃ： 事務局から話があったとおり、最近は無料の回収ボックスなどが非常に多く、そこ

に出された資源は回収業者が直接持っていくため、町では何トン回収されたか把握が

できません。結果として資源として回収された総量が不明となり、リサイクル率も必

然的に下がってしまいます。総量を把握できていた時はリサイクル率という目標を立

てればよかったですが、今はそれでは意味がないので、資源を増やすのではなく、可

燃ごみに含まれている資源のように処理処分しなければならないごみの量を減らすた

めに１人１日あたりの家庭系ごみの排出量という目標が設定されています。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

委員Ｄ： 今の説明の中で、家庭ごみというのは、例えば可燃ごみにプラスチックが含まれて

しまったらそれは可燃ごみという扱いになってしまうということでしょうか。 

委員Ｃ： そのとおりです。 

委員Ｄ： そういった可燃ごみに含まれているプラスチックなど、リサイクルできるものをど

んどんリサイクルしていくことで可燃ごみを減らしていくための目標値ということで

すね。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

委員Ｅ： 以前はコンポストの補助金があったと記憶しているのですが、そういった推進はさ

れないのでしょうか。 

事務局： 補助金につきましては、昔はそういった制度はありましたが、だんだんと農地が減

って、肥料の使い道がなくなってしまい、申請の減少とともに制度は廃止となりまし

た。それとは別に、２年前に住民課でダンボールコンポストをやっておりまして、そ

ういった推進啓発は行っております。 

委員Ｅ： 今後もぜひやっていただきたいです。 

委員Ｃ： 今の話も市町村の特性によって大きく変わってくるものになります。他の自治体で、

ダンボールコンポストを推進はしていても、庭が小さい、そもそも庭がないなどの理

由で、肥料ができても困ってしまうという事例が増えてきています。田舎であれば使

い道には困らないですが、豊山町のように庭がない家が多いと、積極的に推進してい

くことが難しいです。時代の変化と捉えていただくとよろしいかと思います。 

委員Ｅ： ありがとうございます。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

会 長： 他に質問・意見等ないようですので、（２）「町のごみ・資源処理について」説明を

求めます。 

事務局：（報告事項（２）町のごみ・資源処理について説明） 

会 長： 説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

副会長： ７ページについて、大口町は１人１日当たりの家庭系ごみの排出量が４１２ｇとい
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うことですが、豊山町と比較してどこが違って差がついているのか、理由がわかれば

教えていただきたい。 

事務局： わかる範囲でご説明しますと、昨年に大口町のリサイクルステーションに見学に行

きまして、様々な資源をリサイクルされていたのですが、その中でも枝草を資源とし

て回収していることが大きいと感じました。豊山町では資源として回収していないた

め、可燃ごみとして出していただいております。 

副会長： リサイクルステーションも開放日自体が多い、学校区ごとに設置してあるなど、そ

ういったことも影響してくるとは思いますが、やはり夏場などは枝草が多く出る時期

で、資源化に取り組めれば効果が出ると思うので、ぜひご検討ください。 

会 長： ７ページでもう一つ、事業系可燃ごみの手数料単価が３２円で、６ページの町負担

分である処理単価は２４．２円となっており、単純にこの差額が町の利益となると思

うのですが、手数料単価をもう少し上げてもいいのではないでしょうか。 

事務局： こちらに関して令和６、７年度と処理単価も上がっており、今後も上がることが予

想されるため、町としても上げられるといいと思うのですが、豊山町だけで上げて近

隣市町と差が生じてしまうと、安い市町の方で出してしまえばいいというようなこと

が起きかねないため、近隣市町と調整しながら上げなければなりません。今後そうい

ったことはしていかなければならないと思っていますので、何かあれば審議していた

だきたいです。 

会 長： もう一点、この資料にあるようなごみ量などについての情報を、広報で特集すると

ういうことはしないのでしょうか。 

事務局： ２年ほど前に家庭系ごみの排出量についての情報は毎月載せておりました。今後ま

たそういったことをしたり、１か月ごとのごみの増減量を環境保全グループの窓口に

掲示したり、目に見える形でお知らせができるように検討します。 

会 長： 他に質問等ありますでしょうか。 

委員Ｃ： ７ページの事業系ごみの１日あたりの排出量の目標が５トンと書かれておりますが、

以前の審議会の報告で、事業者が家庭系ごみで出しているものが非常に多く、それが

大きな問題になっていると話がありました。今後そういったごみがきちんと事業系ご

みとして処理されていくと、この事業系ごみ１日あたりの排出量は増えていってしま

いますが、町の状況を見ると決して悪いことではないという捉え方もしていくといい

と思います。事業系ごみの適正処理が進むと、家庭系ごみの量が恐らく１００トン単

位で減り、順位も上がってくると思いますので、皆様のお住まいの地域でそういった

事業所があれば、事務局に連絡をしてもらえるといいと思います。また、私が関わっ

ている自治体で、事業系ごみの不適正排出についてパブリックコメントを出している

ところがあります。ここの事業者が家庭系ごみで出しているといったコメントがあり、

それに対して注意や指導をしてきましたと回答をしていました。こういった感じで
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徐々に適正化を進めていただくとよろしいかなと思っております。 

会 長： 町として不適正排出している事業者を把握はしているのでしょうか。 

事務局： 町内全域を回って指導するということはしていませんが、住民からの報告などを受

けた際には、その都度注意を行っております。また、来年度からは注意喚起のチラシ

を町内の事業者に配布するなど、厳しく対応していこうと考えております。 

委員Ｃ： 事務局の数人で町内全てを対応するというのは大変なので、町内にお住まいの方は、

事業所の敷地内に大量の家庭系ごみが出されているところを見かけたら、ぜひ教えて

いただけるといいと思います。 

副会長： あまりに悪質なところは事業所名を公表するなど、ペナルティなども考えていかな

いとなかなか効果も出ないと思います。そういったことも含めて周知など協力できる

ことは協力させていただきたいと思います。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

会 長： 意見・質問等ないようですので、（３）「プラスチック資源一括収集の進捗状況につ

いて」事務局の説明を求めます。 

事務局：（報告事項（３）豊山町プラスチック資源一括収集の進捗状況について説明） 

会 長： 説明が終わりました。質問・意見等ございませんでしょうか。 

委員Ｅ： プラスチック一括収集が開始したことを知らずに地区集積所に来た人に向けて、変

わったことが一目でわかるような大きな看板を設置していただきたいです。 

事務局： 現在作成しているものはプラスチックについてのみ記載されているものではないた

め、新たにそういった看板も作成したいと思います。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

委員Ｄ： 可燃ごみ袋はＳ、Ｍ、Ｌの３種類のサイズが販売されており、資源用袋については

１サイズでの販売となっていますが、今後サイズを増やす予定はあるのでしょうか。 

事務局： 住民説明会を開催した際にも同様の質問が多くありましたが、当面は１サイズでの

販売とする予定です。今回収集するプラスチック資源につきましては、あまり大きい

サイズのものが含まれてしまうと、処理施設で機械が故障してしまう原因となります

ので、今回作成した袋に収まる大きさにして入れていただきたいと思っております。 

委員Ｄ： つまり資源用袋に入りきらない大きさのものは出せないということですね。 

事務局： そのとおりです。１辺が５０ｃｍ以上のものは５０ｃｍ未満にしてから出すか、粗

大ごみとして出していただくことになります。 

委員Ｄ： ありがとうございます。 

     もう一点、説明会の参加人数の記載がありますが、年齢層の割合は把握されている

のでしょうか。 

事務局： 正確な年齢は把握していませんが、高齢の方が多かったように見受けられました。 

委員Ｄ： 意識が高いのは高齢の方々だというイメージがあって、若い方はこういったことに
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あまり興味がないイメージがあります。可能であればＳＮＳでの周知や、動画を作成

して公開などの発信をしてもらえると若い方には響くのではないかと思います。 

事務局： 現時点で動画の作成はできておりませんが、そちらについても検討していきたいと

思います。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

委員Ｆ： 事業者目線での話をさせていただきますと、先ほど事業者が家庭系ごみで出してい

るところがあるという話がありましたが、逆に家庭系ごみをショッピングモールやコ

ンビニなどに持ち込まれてしまうというケースが相当数あります。こういったケース

についても把握していただけるといいかなと思います。 

     また、先ほど若い方はこういったことにあまり関心がないという話がありましたが、

私は逆に意識が高いと思っています。商業施設でエコに関するイベントをやると、子

どもたちの反応はとても良いです。令和１６年度の目標に向けて、学校教育でもそう

いった意識を高めていくような教育ができると良いと思います。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

副会長： 資源用袋の値段についてですが、同サイズの可燃ごみ袋Ｍサイズと比較して安くな

っていますが、これはＰＲも含めての値段かと思います。実際は袋の作成費も増えて

町の持ち出し分も増えていると思いますが、間違いないでしょうか。 

事務局： そのとおりです。町の負担としては大きくなっています。 

     今後、ごみ袋の値段をどうしていくかということについても検討していく必要があ

ると思っております。 

会 長： 他にありますでしょうか。 

会 長： 意見・質問等ないようですので、７「報告事項」を閉じさせていただきます。 

会 長： 続きまして、８「その他」です。事務局から何かありますか。 

事務局： 次回の審議会につきまして、具体的な日程は決まっていませんが、８月から９月頃

に開催予定です。詳細が決まりましたら改めて連絡いたしますので、よろしくお願い

します。 

会 長： 委員の皆様で何かございますか。 

委 員：（特になし） 

（閉会） 

会 長： 他にないようですので、これで本日の審議会を閉会したいと思います。委員の皆様

のご協力により、会がスムーズに終わりましたことについて感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

（閉会のあいさつ） 

司 会： 会長、大変お疲れ様でした。委員の皆様におかれましても、長時間にわたり慎重

なご審議をいただきありがとうございました。 



9 

     これをもちまして、本日の審議会を閉じさせていただきます。 

 

上記のとおり令和６年度第２回豊山町廃棄物減量等推進審議会の議事の経過及びその結果を

明確にするためこの議事録を作成し、会長及び委員２名が署名する。 

 

令和７年３月６日 

 

会 長     水野 典昌       

 

  委 員     大口 悦美       

 

委 員     志水 千鶴       


